
発達障害総合検査～徹底的に検査を行う～
１）おとなの発達障害検査
発達障害の診断には多角的な検査や問診を必要とします。したがって当院では本人
の特性や性格および知能レベル、高度な脳機能の状態について徹底的にしらべます。
よって全部で６回前後の検査を総合的に行い、診断をおこなっています。
心理検査、脳機能検査、簡易知能検査、性格検査、血液検査などあらゆる面からの
検査実施となります

２）こどもの発達障害検査
こどもの場合はまずこどもの行動傾向、こどもの特性、日常生活における実態など
を把握する必要があり、保護者からの情報収集はかなり大事なポイントとなること
はいうまでもありません。当院では保護者からの情報収集そして本人の特徴をとら
えることの両面から診断をすすめます心理テストや知能検査（WISC）をおこなって
います
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